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【公表番号】特表2013-518413(P2013-518413A)
【公表日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-025
【出願番号】特願2012-550096(P2012-550096)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｇ  11/22     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｇ    9/00     ３０１Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年12月22日(2015.12.22)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　微小孔性炭素を含む電気二重層キャパシタ用電極であって、前記微小孔性炭素が、
　０．３ｃｍ3／ｇ以上の総細孔容積を与える１ｎｍ以下のサイズを有する細孔、
　０．０５ｃｍ3／ｇ以上の総細孔容積を与える１ｎｍ超から２ｎｍ以下のサイズを有す
る細孔、
　０．１５ｃｍ3／ｇ未満の総細孔容積を与える２ｎｍ超のサイズを有する細孔、および
　８０Ｆ／ｃｍ3より大きい容積比静電容量、
を含み、
　２ｎｍ以下のサイズを有する細孔から生じる全細孔容積の部分は少なくとも９５％であ
り、
　前記各細孔のサイズは、Ｎ２吸着を使用して決定し、スリット細孔を想定して密度汎関
数理論（ＤＦＴ）を使用して計算することを特徴とする電気二重層キャパシタ用電極。
【請求項２】
　前記１ｎｍ以下のサイズを有する細孔が、０．４ｃｍ3／ｇ以上の総細孔容積を与える
ことを特徴とする請求項１記載の電気二重層キャパシタ用電極。
【請求項３】
　前記１ｎｍ超から２ｎｍ以下のサイズを有する細孔が、０．１ｃｍ3／ｇ以上の総細孔
容積を与えることを特徴とする請求項１記載の電気二重層キャパシタ用電極。
【請求項４】
　前記微小孔性炭素が、０．４５ｃｍ3／ｇ以上の全細孔容積を含むことを特徴とする請
求項１記載の電気二重層キャパシタ用電極。
【請求項５】
　前記微小孔性炭素が、３質量％未満の酸素含有量を有することを特徴とする請求項１記
載の電気二重層キャパシタ用電極。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【００４３】
（式中、Ｃsp,1およびＣsp,2は、個別の炭素電極の比静電容量（Ｆ／ｃｍ3で表される）
であり、Ｖ1およびＶ2は対応する電極体積である。）
として炭素電極の体積当たりの比静電容量に関連付けられる。試験される電池は、同じサ
イズと組成を有する電極を使用するので、Ｃ1＝Ｃ2、Ｃsp,1＝Ｃsp,2（＝Ｃsp）およびＶ

1＝Ｖ2（＝Ｖtotal／２、式中、Ｖtotalは、電池中の炭素電極の全容積（ｃｍ3）である
）。式（３）、（４）および（５）を組み合わせて、
【数６】
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